








































室は 2019 年 9 月～11 月に週 1 回、計 10 回実施し、運動教室の参加者は 45 名であった。運動教
室終了後も 2 週間に 1 度の継続の教室が行われ、継続教室には 5 名の追加の参加があった。運動
教室の内容は準備体操、ウォーキングおよびランニング、ラダートレーニング、毎回異なるレク
リエーションスポーツ、筋力トレーニング、ストレッチの約 90 分の内容であった（写真1）。 
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地域活動支援センター利用者を対象とした運動教室は 2019 年 4 月～2020 年 2 月に 2 週に 1 回
のペースで実施した。参加者は支援センター利用者 10 名、職員 4 名であった。運動教室の内容は
準備体操、ウォーキングおよびランニング、ボールレクリエーション、トランポリン運動、筋力






いて評価した。社会的スキルの調査は Kiss-18４）、気分調査は POMS2 短縮版（金子書房）を用
いて実施した。また、学生ボランティア全員に運動教室参加後の感想を記入してもらった。運動
教室参加前後のアンケート調査結果の比較には、ウィルコクソンの符号順位和検定を用いて行っ
た。なお、データの集計および解析は、統計ソフト エクセル統計 2013 バージョン 2.03 を用い
行い、有意水準は p<0.05 とした。 
 
【研究の成果】 
 中高年女性を対象とした運動教室へ参加した学生は 12 名、地域活動支援センター利用者を対象
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  写真 1．中高年女性を対象とした運動教室の様子      写真 2．地域活動支援センター利用者を対象とした 
                                       運動教室の様子
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